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蠢
　
序
ア
モ
ス
書
は
十
二
小
預
言
書
の
第
三
番
目
の
書
で
あ
る
。
ア
モ
ス
は
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
ホ
セ
ア
と
同
時
代
の
預
言
者
で
あ
り
、
ア
モ
ス
は
最
初
の
記
述
預
言
者
と
な
っ
た
。
ア
モ
ス
は
南
王
国
ユ
ダ
の
市
民
で
あ
っ
た
が
、
北
王
国
に
対
す
る
預
言
の
任
務
に
就
い
た
。
ア
モ
ス
と
ホ
セ
ア
は
同
時
代
の
同
じ
状
況
で
活
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
異
な
る
個
性
の
持
ち
主
で
あ
る
。
ホ
セ
ア
と
ア
モ
ス
は
前
八
世
紀
後
半
の
北
王
国
で
二
つ
の
異
な
る
洞
察
を
与
え
る
。
ホ
セ
ア
の
使
信
は
神
の
愛
で
あ
る
が
、
ア
モ
ス
の
使
信
の
中
心
は
神
の
公
正
と
正
義
で
あ
る
。
ア
モ
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
信
仰
の
社
会
的
意
味
を
よ
り
明
確
に
理
解
し
た
。
ア
モ
ス
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
南
方
十
七
キ
ロ
の
テ
コ
ア
の
出
身
で
「
牧
者
」（
一
・
一
）
で
あ
り
、
い
ち
じ
く
桑
の
栽
培
者
（
七
・
一
四
）
で
あ
っ
た
。
彼
の
北
王
国
の
腐
敗
し
た
都
市
文
化
を
批
判
す
る
力
は
、
こ
の
荒
野
で
の
牧
羊
者
生
活
の
賜
物
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
荒
野
の
沈
黙
の
中
で
神
の
御
声
に
接
し
た
に
違
い
な
い
。
ア
モ
ス
と
は
「
重
荷
」
と
い
1
〔
論
　
　
文
〕ア
モ
ス
書
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
に
見
る
文
学
構
造
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
油
　
　
井
　
　
義
　
　
昭
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ア
モ
ス
書
全
体
に
、
そ
し
て
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
に
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
か
を
見
た
い
。
こ
の
小
論
で
、
ア
モ
ス
の
語
る
預
言
者
召
命
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
文
学
構
造
に
た
っ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
使
信
、
神
学
的
課
題
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
が
ど
の
よ
う
な
文
体
、
用
語
、
直
喩
、
抑
揚
な
ど
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
蠡
　
本
文
の
文
脈
上
の
位
置
ア
モ
ス
書
一
章
、
二
章
で
、
ア
モ
ス
は
神
の
諸
国
民
へ
の
譴
責
を
述
べ
た
。
諸
国
民
へ
の
譴
責
の
終
わ
り
に
ユ
ダ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
加
え
た
。
三
章
か
ら
五
章
ま
で
、
ア
モ
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
特
別
な
使
信
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。
ア
モ
ス
は
三
つ
の
説
教
を
「
こ
の
こ
と
ば
を
聞
け
」
と
い
う
定
型
句
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
始
め
て
い
る
（
三
・
一
、
四
・
一
、
五
・
一
）。
し
か
し
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
使
信
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
三
・
一
〜
二
　
　
　
審
判
の
必
然
性
三
・
三
〜
八
　
　
　
預
言
の
根
拠
三
・
九
〜
四
・
三
　
富
裕
階
級
の
絶
滅
2
蠱
　
言
語
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
Ａ
　
三
・
一
〜
四
・
三
の
散
文
・
詩
文
の
言
語
の
内
容
一
　
三
・
一
〜
二
　
審
判
の
必
然
性
　
　
一
節
が
散
文
、
二
節
が
詩
文
と
な
っ
て
い
る
。
鴣
　
三
章
一
節
la´-r:c
]yIyn∞EB]]W[|m]v
i
（
聞
け
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
よ
。）。
こ
れ
は
、
預
言
的
発
言
の
定
型
句
で
あ
り
、
申
命
記
六
章
四
節
の
シ
ェ
マ
「
聞
き
な
さ
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
…
」
を
思
い
出
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
は
シ
ェ
マ
（
聞
け
）
か
ら
始
ま
る
。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
はyn∞EB]
をtyB¢iI
（
家
）
と
す
る
が
、
本
文
の
方
が
良
い
。
一
節
で
預
言
の
使
信
が
「
主
」
か
ら
「
わ
た
し
」
に
変
わ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
「
エ
ジ
プ
ト
の
地
か
ら
主
が
連
れ
上
っ
た
」
出
エ
ジ
プ
ト
の
出
来
事
と
密
接
に
か
か
わ
る
。
一
節
は
「
聞
け
。
こ
の
言
葉
を
」
で
始
ま
り
、
そ
の
言
葉
に
つ
い
て
の
詳
細
説
明
を
す
る
。
次
に
「
あ
な
た
が
た
」
の
上
に
漓
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
よ
」
滷
「
エ
ジ
プ
ト
の
地
か
ら
連
れ
上
っ
た
」
澆
「
す
べ
て
の
国
民
」
と
宛
先
の
拡
張
が
あ
る
。rv,a}
以
下
は
拡
張
さ
れ
た
呼
び
か
け
で
あ
る漓
。
鴟
　
三
章
二
節
q
r
"º
「
た
だ
〜
の
み
」
は
最
初
の
と
こ
ろ
を
強
調
す
る
。µk¢≤t]a,
「
あ
な
た
が
た
を
」
を
動
詞
よ
り
前
に
置
い
て
強
調
す
る
。
yTi[]d"+y:
「
知
っ
た
」「
選
ん
だ
」。
こ
の
言
葉
は
、
神
の
選
び
の
根
拠
の
上
に
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
結
ん
だ
契
約
に
言
及
す
る
。
Ｈ
・
Ｂ
・
ハ
フ
モ
ン
（H
uffm
on
）
は
国
際
条
約
に
お
け
る
「
ヤ
ー
ダ
ー
」
の
同
族
語
の
使
用
を
示
し
、「
契
約
は
、
特
に
申
命
記
の
中
の
契
約
は
、
神
学
的
に
大
国
と
小
国
の
契
約
に
類
似
し
て
い
る
（
申
七
・
六
〜
八
）。
そ
れ
で
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｂ
、
Ｎ
Ｉ
Ｖ
﹇
新
改
訳
も
﹈
は
「
選
ん
だ
」
と
訳
し
た滷
。
選
民
に
は
罰
を
免
れ
る
特
権
は
な
い
。
む
し
ろ
責
任
、
義
務
が
あ
る
。
3
µk≤âytenOnâO[
（ˆwO™[;
は
律
法
の
規
範
か
ら
の
歪
曲
、
逸
脱
の
罪
を
表
す
。
選
び
に
は
倫
理
的
要
求
が
あ
る
。
主
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
契
約
か
ら
主
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
倫
理
的
要
求
を
さ
れ
た
点
に
お
い
て
主
は
他
の
神
々
と
異
な
っ
て
お
ら
れ
た澆
。
二
節
の
後
半
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
当
時
の
人
が
考
え
て
い
た
こ
と
と
異
な
る
。ˆOKeAl['
（
そ
れ
ゆ
え
）
と
い
う
接
続
詞
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
特
権
（
原
因
）
と
「
そ
れ
ゆ
え
」
の
後
の
責
任
（
結
果
）
を
繋
ぐ
。
二
節
前
半
は
神
の
使
命
遂
行
の
た
め
に
我
が
民
を
選
ば
れ
た
と
い
う
信
仰
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
信
仰
の
中
核
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
モ
ス
は
当
時
の
人
々
の
「
選
び
症
候
群
」
に
反
対
す
る
。
人
々
は
自
分
た
ち
が
神
の
選
民
だ
か
ら
神
は
自
分
た
ち
の
不
従
順
を
見
過
ご
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。
預
言
者
は
選
び
の
特
権
は
、
神
の
え
こ
ひ
い
き
と
懲
罰
の
免
除
と
勘
違
い
し
て
は
な
ら
な
い
。
逆
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
審
き
と
懲
罰
が
よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
語
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
二
節
に
は
審
き
の
理
由
（
選
ん
だ
か
ら
罰
す
る
）
と
審
き
の
宣
言
が
あ
る
（
ア
モ
ス
二
・
九
〜
一
六
と
比
較
せ
よ
）潺
。
二
　
三
・
三
〜
八
　
預
言
の
根
拠
次
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
短
章
句
）
は
普
通
の
経
験
と
周
知
の
経
験
的
現
象
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
類
似
を
特
徴
と
し
た
一
連
の
修
辞
的
疑
問
文
で
あ
る潸
。
ア
モ
ス
は
、
宣
べ
伝
え
る
使
信
の
た
め
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
耳
目
を
引
く
た
め
に
、
使
信
の
出
所
、
源
泉
を
劇
的
に
語
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
つ
一
つ
聴
衆
が
う
な
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
七
つ
の
た
と
え
を
、
修
辞
学
的
な
疑
問
文
の
形
で
語
っ
た
。
そ
し
て
な
ぜ
自
分
が
預
言
者
と
し
て
神
の
召
命
を
受
け
た
か
、
使
信
を
受
け
た
か
と
い
う
核
心
に
迫
る
と
い
う
語
り
方
を
し
て
い
る澁
。
鴣
　
三
章
三
節
µaiyTi`l]Bi
「
〜
で
な
け
れ
ば
」。
最
初
の
四
行
（
三
〜
五
節
前
半
）
の
構
文
がµaiyTi`l]Bi
とˆyae
を
交
互
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
緻
密
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。Wd[…â/n
はd[y
の
ニ
フ
ァ
ル
完
了
（「
集
ま
る
、
出
会
う
」）
で
あ
る
。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
は
こ
れ
をd[y
の
ニ
フ
4
ァ
ル
のW[d;/n
と
読
み
替
え
る
（「
互
い
に
良
く
知
っ
て
い
る
」）。
他
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
は
マ
ソ
ラ
本
文
と
一
致
す
る
。
本
節
は
主
と
そ
の
民
と
の
関
係
を
意
味
す
る澀
。
鴟
　
三
章
四
節
ga¶æv]yIh}
は
疑
問
詞h}
とgav
の
カ
ル
未
完
了
（「
吠
え
る
」）
で
あ
る
。/t+n:[∞oM]mi
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
お
そ
ら
く
並
行
法
を
考
慮
し
て
か
、
付
加
と
見
る
。
四
節
前
半
と
の
関
連
で
四
節
後
半
を
理
解
す
れ
ば
、
獅
子
は
獲
物
に
あ
り
つ
い
た
時
に
は
吠
え
る
が
、
そ
う
で
な
い
時
に
は
吠
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
四
節
後
半
の
本
文
は
「
獲
物
に
あ
り
つ
い
た
獅
子
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
洞
穴
で
吠
え
る
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
言
外
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
獲
物
を
ね
ら
う
獅
子
は
、
寝
床
で
吠
え
た
り
な
ぞ
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
節
前
半
が
場
所
の
特
定
（
森
の
中
で
）
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
を
付
加
と
見
る
必
要
は
な
い
。
シ
リ
ヤ
語
訳
は
マ
ソ
ラ
本
文
に
一
致
し
て
い
る潯
。
鵄
　
三
章
五
節
jP'
Ｌ
Ｘ
Ｘ
に
はjP'
に
相
当
す
る
訳
語
が
な
い
。
シ
リ
ヤ
語
訳
に
は
五
節
で
二
度
も
「
わ
な
」
を
伝
え
る
。v
q
`e/m
は
「
引
き
金
、
投
石
器
、
餌
、
わ
な
そ
の
も
の
」
な
ど
と
訳
す
。
お
そ
ら
く
鳥
網
の
可
動
部
分
で
、
罠
に
か
か
っ
た
獲
物
を
地
面
に
固
定
さ
れ
た
部
分
に
押
し
つ
け
る
働
き
を
す
る
。d/k¡l;w“
はw“
とdk'l;
の
カ
ル
不
定
形
独
立
形
「（
餌
を
）
つ
か
ま
え
る
」。d/Kîl]yI
はdk!'l;
の
未
完
了
。aoolooo
が
未
完
了
と
不
定
形
独
立
形
の
間
に
入
っ
て
い
て
、
否
定
の
動
作
を
強
め
、
継
続
を
示
す
。
鴕
　
三
章
六
節
µai
「
も
し
、
〜
か
否
か
」、
こ
こ
はh}
と
同
じ
で
否
定
の
答
え
を
期
待
し
て
い
る
。h}
疑
問
文
か
ら
調
整
のµai
へ
の
変
化
は
獅
子
と
鳥
か
ら
町
の
災
害
へ
の
焦
点
の
変
化
を
も
た
ら
す
。
今
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
と
っ
て
の
危
険
性
は
、
よ
り
明
白
に
な
る潛
。
Wdr–:j‘y<
はdr∞"j;
の
カ
ル
未
完
了
（「
ふ
る
え
る
、
恐
れ
る
」）
で
あ
る
。
本
節
の
前
半
は
ま
ず
原
因
、
次
に
結
果
、
後
半
は
ま
ず
結
果
、
次
に
原
因
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
5
鴒
　
三
章
七
節
yK¢i
は
こ
こ
で
は
「
し
か
し
」
で
あ
る
。hw¡Ihy“
yn:èdoa}
（
主
ヤ
ハ
ウ
ェ
）
で
はhw¡Ihy“
の
母
音
符
号
に
注
意
し
た
い
（
三
・
一
で
は
hwü:hy“
）。
ユ
ダ
ヤ
人
はhwhy
は
普
通
ア
ド
ナ
イ
と
読
む
が
、
そ
の
時
はhw¡Ihy
の
母
音
符
号
と
し
、
本
節
の
よ
う
に
ア
ド
ナ
イ
が
二
重
に
な
る
時
は
エ
ロ
ヒ
ー
ム
「
神
」
と
読
むµyhi-løa
の
母
音
符
号
に
近
づ
け
て“hw¡Ihy“
と
し
た
。µaiyKiº
は
否
定
の
あ
と
で
「
〜
以
外
に
は
、
〜
せ
ず
に
は
」
の
意
味
で
あ
る
。/d+/s
はd+/s
（
秘
密
の
会
議
、
議
論
、
計
画
）
と
接
尾
辞
。
本
節
は
前
節
ま
で
の
ま
と
ま
っ
た
思
想
か
ら
隔
た
っ
て
い
る
。
預
言
者
を
外
か
ら
見
て
い
る
。
預
言
者
の
名
誉
回
復
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
段
落
の
様
式
的
な
枠
か
ら
も
は
ず
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
七
節
全
体
を
後
世
加
筆
（
付
加
）
と
見
る濳
。
し
か
し
七
節
の
率
直
な
「
散
文
」
の
宣
言
は
三
〜
六
節
の
七
つ
の
詩
的
疑
問
の
中
で
劇
的
に
述
べ
ら
れ
た
問
題
を
明
白
に
し
て
、
そ
れ
を
原
則
に
お
い
て
一
般
化
し
て
い
る
。
七
節
は
又
、
八
節
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
宣
言
ー
疑
問
の
形
式
へ
の
効
果
的
な
移
行
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
個
所
の
一
部
（
七
節
）
を
真
正
で
な
い
と
し
て
切
除
す
る
何
等
の
根
拠
も
な
い
潭
。
鵁
　
三
章
八
節
ga`…v;hyèEr“a'
「
獅
子
が
吠
え
る
」。
初
め
に
名
詞
、
次
に
動
詞
が
来
る
。
こ
れ
は
条
件
文
で
状
況
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
八
節
を
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
後
世
の
付
加
と
見
る
も
の
が
多
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
節
か
ら
始
ま
っ
た
ア
モ
ス
の
こ
と
ば
は
、
八
節
に
お
い
て
頂
点
に
達
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
人
々
は
救
済
願
望
と
救
済
預
言
と
を
論
拠
と
し
て
、
ア
モ
ス
が
主
の
預
言
者
と
し
て
立
ち
、
ま
た
審
き
の
威
嚇
を
神
の
言
葉
と
し
て
語
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
。
ア
モ
ス
が
準
拠
す
る
の
は
、
自
明
な
、
論
議
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
必
然
で
あ
る
。
彼
が
神
の
言
葉
の
上
に
立
つ
主
な
の
で
は
な
く
、
主
が
語
る
と
き
に
彼
が
宣
べ
伝
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
澂
。
6
三
　
三
・
九
〜
一
二
　
暴
虐
に
伴
う
審
判
の
必
然
性
鴣
　
三
章
九
節
ａ
、d/D+v]a'
を
Ｌ
Ｘ
Ｘ
は
「
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
」
に
す
る
。
し
か
し
多
く
の
注
解
者
は
マ
ソ
ラ
本
文
の
「
ア
シ
ュ
ド
デ
」
を
本
来
の
も
の
と
見
る
。≈r<a¢≤B]
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
Ｌ
Ｘ
Ｘ
に
こ
の
語
が
欠
け
て
い
る
と
す
る
が
、
へ
ブ
ル
語
構
文
と
し
て
はt/n™m]r“a'
が
連
語
形
で
あ
る
か
ら
、
前
置
詞
を
伴
う≈r<a¢≤B]
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
構
成
要
素
で
あ
る
。
ｂ
、Wr%m]aiw“
（
言
え
）
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
こ
の
語
を
付
加
、
な
い
し
一
部
分
が
脱
落
し
た
も
の
と
見
る
。
後
続
す
る
「
集
ま
れ
」
以
下
の
命
令
も
、
前
出
の
「
聞
か
せ
よ
」
も
、
こ
の
「
言
え
」
な
く
し
て
は
構
文
的
に
不
自
然
で
あ
っ
て
、
付
加
と
見
る
必
要
は
な
い潼
。
ｃ
、yr∞Eh;
（
山
々
）
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
Ｌ
Ｘ
Ｘ
の
単
数
形
を
支
持
す
る
。
し
か
し
、「
サ
マ
リ
ヤ
の
山
々
」
は
広
い
領
域
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
サ
マ
リ
ヤ
を
中
心
と
し
た
広
い
領
域
に
お
け
る
暴
虐
を
見
る
よ
う
に
要
請
し
た
も
の
と
解
し
て
何
ら
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ｄ
、t~/Br'
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
こ
の
語
に
付
加
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
対
の
証
左
と
し
て
蠡
歴
代
一
五
・
五
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
二
二
・
五
に
お
け
るt~/Br'
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
用
例
参
照
。
ｅ
、HBâ;r“q
iB]µyq
i`Wv[}w"
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
こ
の
表
現
を
「
お
そ
ら
く
付
加
」
と
見
る
が
、
そ
の
根
拠
が
定
か
で
な
い
。
鴟
　
三
章
一
○
節
ａ
、hj;`kon“
は
「
正
義
、
共
同
体
的
正
義
、
法
廷
へ
の
訴
え
が
正
当
な
こ
と
」
の
意
で
あ
る
。
ｂ
、h=w:hy“Aaun
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
こ
の
語
を
付
加
と
見
る
。
ｃ
、dv
o¡w:smà…j;
「
暴
行
、
暴
虐
」
と
「
破
壊
、
暴
力
」
で
二
語
一
想
で
、hq
;`d:x]W
fPà…v
]m
「
公
義
と
正
義
」
と
反
対
で
あ
る
（
エ
ゼ
四
五
・
九
）。
鵄
　
三
章
一
一
節
ａ
、byb¢is]W
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
ポ
エ
ル
形
の
三
人
称
単
数bbe/y]rx'
（
敵
が
取
り
囲
む
）
を
提
案
す
る
。bybis;
（
包
囲
）
の
男
性
連
語
形
とW
（
そ
し
て
包
囲
）、
こ
こ
は
副
詞
的
に
な
り
「
ぐ
る
り
と
囲
ん
で
」
と
し
た
方
が
良
い
。
ｂ
、dr•I/hw“
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
い
く
つ
か
の
7
写
本
、
シ
リ
ヤ
語
訳
と
共
にdr'y;
の
ホ
フ
ァ
ル
形dr'WhW
（
壊
さ
れ
る
）
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
ヒ
フ
ィ
ル
形
の
「
投
げ
お
ろ
す
」
「
奪
い
取
る
」
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
動
詞
の
能
動
形
ー
受
動
形
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
聖
書
へ
ブ
ル
語
で
は
よ
く
あ
る
現
象
で
あ
る潘
。
四
　
三
・
一
二
　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
死
の
証
人
一
二
節
全
体
が
一
つ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
短
章
句
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
節
は
格
言
の
形
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
破
滅
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る澎
。h#w:hy“rm¢æa;hJKo
（
主
は
か
く
言
わ
れ
る
）
は
預
言
的
定
型
句
で
あ
る
。µyI[æ`r:k]
こ
の
語
は
頚
骨
（
両
脚
の
骨
）
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
取
る
に
足
り
な
い
物
」
と
の
意
図
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。hF…`mitaàæp]Bi
「
寝
台
の
隅
、
贅
沢
な
長
椅
子
の
隅
」。cr<[…âq
v,mà≤d“bi
へ
ブ
ル
語
の
母
音
は
「
ダ
マ
ス
ク
織
り
」
を
指
示
す
る
が
、
地
名
と
し
て
の
ダ
マ
ス
コq
cM,d'
と
取
る
こ
と
も
排
除
で
き
な
い
こ
と
か
ら
Ｂ
Ｈ
Ｓ
本
文
を
改
訂
す
る
。cr,[,b]W
q
c,M,D'
。lae%r:c]yIyn∞EB]Wl|x]N:yIˆK¢e
（
そ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
は
救
わ
れ
る
）
は
一
種
の
皮
肉
と
見
ら
れ
る
。
Ｂ
Ｈ
Ｓ
はlae%r:c]yIyn∞EB]
で
一
二
節
を
切
り
、
次
のµ~ybiv]YOîh'
以
下
は
一
三
節
に
続
け
て
、
一
三
節
の
主
語
と
す
る
が
、µ~ybiv
]YOîh'
も
一
二
節
に
含
ん
だ
方
が
一
二
節
の
均
衡
は
取
れ
る
し
、
一
三
節
はW[|m]v
で
新
し
く
始
め
ら
れ
る
。
五
　
三
・
一
三
〜
一
五
　
ヤ
コ
ブ
の
家
の
滅
亡
鴣
　
三
章
一
三
節
ａ
、t/aêb;X]h'yhà´løa‘hwI¡hy“ynè:oa}Aµaun]
（
神
で
あ
る
主
、
万
軍
の
神
の
御
告
げ
）。
神
名
の
繰
り
返
し
は
厳
か
さ
を
表
す
た
め
で
あ
る
。
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
こ
の
個
所
な
い
し
は
一
部
を
後
代
の
加
筆
と
見
る
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
モ
ス
ら
し
い
表
現
で
は
な
い
か
。
ｂ
、Wdy[i`h;
はdW[
の
ヒ
フ
ィ
ル
命
令
形
で
あ
る
（
〜
に
証
言
し
な
さ
い
。
厳
か
に
証
言
す
る
）。
ｃ
、W[|m]v
i
（
聞
け
！
）
は
誰
に
対
し
て
い
8
る
か
と
い
う
と
、
聞
く
耳
あ
る
人
々
に
対
し
て
、
ま
た
修
辞
学
上
の
た
め
で
あ
る
。
鴟
　
三
章
一
四
節
ａ
、wyl…-[;
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
こ
の
部
分
を
付
加
と
見
る
が
、
説
得
的
で
な
い
。wyl…-[;
の
部
分
は
「
罰
す
る
」
の
目
的
語
で
あ
り
、
本
来
的
な
構
成
要
素
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。lae+AtyB´´ât/j∞B]z“miAl['y!Tid“q
'p…âW
は
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
後
代
の
付
加
と
す
る
が
、
ベ
テ
ル
の
祭
儀
は
北
王
国
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
宗
教
的
歪
曲
は
ア
モ
ス
に
と
っ
て
審
き
の
対
象
で
あ
っ
た
。「
祭
壇
の
角
」
の
破
壊
は
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
へ
の
最
大
の
打
撃
で
あ
る
。
祭
壇
の
角
は
罪
人
の
避
け
所
な
の
で
（
蠢
列
王
一
・
五
○
）、
そ
れ
が
地
に
落
ち
る
と
は
、
重
極
罪
な
の
で
、
主
御
自
身
が
そ
の
避
け
所
を
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鵄
　
三
章
一
五
節
ytàiyKehi
はhkn
の
ヒ
フ
ィ
ル
形
「
打
つ
」
の
一
人
称
単
数
ヴ
ァ
ー
ヴ
継
続
法
完
了
形
で
あ
る
。µyBi`r"
（br'
）
は
「
多
く
の
」
と
「
大
き
な
」
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
。
六
　
四
・
一
〜
三
　
上
流
階
級
批
判
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
短
章
句
）
で
は
、
サ
マ
リ
ヤ
の
高
慢
な
女
性
を
攻
撃
す
る
託
宣
で
あ
る
。
こ
の
託
宣
は
申
命
記
三
二
・
一
三
以
下
の
た
と
え
話
に
基
づ
い
て
い
る
。
肥
っ
た
家
畜
が
主
人
に
反
逆
す
る
と
、
権
利
の
剥
奪
と
破
滅
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
。鴣
　
四
章
一
節
W[|m]v
i
（
聞
け
）
は
二
人
称
複
数
男
性
で
あ
っ
て
、
続
く
複
数
女
性
の
「
バ
シ
ャ
ン
の
雌
牛
た
ち
よ
」
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
脈
絡
に
そ
わ
せ
る
な
らhn;[]m'v]
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
も
こ
れ
は
預
言
の
初
め
の
定
型
句
で
あ
り
、
サ
マ
リ
ヤ
の
上
流
婦
人
に
つ
い
て
三
人
称
で
語
っ
て
い
る
の
で
、
差
し
支
え
な
い
。µh≤`ynEdoîa}l'
Ｂ
Ｈ
Ｓ
は
接
尾
辞ˆh,y
（
彼
女
ら
の
）
と
提
案
す
る
。Mh,
は
9
ˆh
,
と
あ
る
べ
き
だ
が
、
男
性
複
数
の
接
尾
辞
が
女
性
複
数
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
澑
。
鴟
　
四
章
二
節
µk≤-yle['
Ｂ
Ｈ
Ｓ
はˆky
（「
あ
な
た
が
た
」
女
性
）
を
提
案
す
る
。/v+d“q
;B]
「
そ
の
聖
さ
を
指
し
て
」（
誓
う
）。
こ
れ
は
絶
対
の
強
さ
を
示
す
。µ~k,t]a,
Ｂ
Ｈ
Ｓ
はˆk,P]a'
（
あ
な
た
が
た
の
鼻
）
と
読
む
。t/N±xi
は
「
釣
り
針
、
針
の
あ
ご
」、t]yrIj}a'
は
「
終
わ
り
の
部
分
、
残
り
の
者
」、t/rìsi
は
「
と
げ
、
魚
の
か
ぎ
、
針
の
あ
ご
、
料
理
用
の
壷
」
を
意
味
す
る
。
鵄
　
四
章
三
節
ａ
、hn:ax≤`Teµyxàir:p]W
。µyxàir:p]
は≈r,P,
（
壁
の
破
れ
、
突
破
口
）。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
は
こ
れ
をt/mèr]['
（
裸
で
）
と
読
み
替
え
る
。
}hn:ax≤`Te
は
ax;y;
の
カ
ル
未
完
了
女
性
複
数
（
あ
な
た
が
た
は
出
て
行
く
）
で
あ
る
。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
は
ホ
フ
ァ
ルhnaxWT
（
引
き
出
さ
れ
る
）
と
す
る
。
ｂ
、HD–:g“n<
hV
¢;ai
（
お
の
お
の
の
女
が
ま
っ
す
ぐ
前
へ
）
の
表
現
は
ヨ
シ
ュ
ア
六
・
五
、
二
○
の
「
お
の
お
の
ま
っ
す
ぐ
」
（/Dôg“n<vyai
）
に
一
致
す
る濂
。
ｃ
、hn:Tà]k]l'v]h
はËl'v;
の
ヒ
フ
ィ
ル
形
（
投
げ
る
、
追
放
す
る
）
で
あ
る
。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
は
受
動
態
で
へ
ブ
ル
語
本
文
を
ホ
フ
ァ
ル
形
（
使
役
受
動
）
の’v
h;w
（
あ
な
た
が
た
は
追
い
や
ら
れ
る
）
と
す
る
。
ｄ
、hn:/m¡r“h'h
は“ˆ/m¡r“h'
（ˆ/mr]a'
「
宮
殿
」
に
方
向
を
示
すh
）
と
同
じ
で
あ
で
あ
る
。
ま
た
は
「
ヘ
ル
モ
ン
山
」（
高
い
山
）、「
ハ
ル
モ
ン
」（
地
名
）、
ア
ル
メ
ニ
ア
。
あ
る
い
はhn;mor
]j,(
ヘ
ル
モ
ン
山
へ
）
と
す
る
。
シ
リ
ヤ
語
訳
は
「
ヘ
ル
モ
ン
の
山
」
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ル
ガ
タ
は
A
rm
on
、
カ
イ
ザ
リ
ヤ
の
エ
ウ
セ
ビ
ウ
ス
と
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
はo[ro"
erm
w
na
v
（
ヘ
ル
モ
ン
山
）
で
あ
る
。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
は
「
圧
迫
の
山
」
と
訳
す
。
提
案
さ
れ
た
本
文
の
修
正
は
ヘ
ル
モ
ン
山
（ˆ/mr]j,
）、「
糞
の
山
」
か
「
宮
殿
か
ら
」
で
あ
り
、
タ
ル
グ
ム
は
、
「
ア
ル
メ
ニ
ア
の
（ynymrwh
）
山
々
か
ら
」
と
読
む
。
他
方
、t
o;
o[ro"
R
em
m
a
n
（
リ
ン
モ
ン
の
山
）
は
マ
ソ
ラ
本
文
を
支
持
す
る
。「
冠
詞
」
と
「
山
」
はj
よ
りh
を
支
持
す
る
。
二
つ
の
最
善
の
見
解
は
、
ハ
ル
モ
ン
を
未
知
の
場
所
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
、
本
文
を
ヘ
ル
モ
ン
山
に
修
正
す
る
か
で
あ
る潦
。
ヘ
ル
モ
ン
と
修
正
さ
れ
る
とˆ/mr]j,
はµr<j,
と
の
関
係
で
、
聖
絶
の
山
、
聖
域
の
意
も
持
つ澳
。
10
Ｂ
　
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
の
私
訳
三
章１
　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
よ
。
主
が
あ
な
た
が
た
、
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
が
エ
ジ
プ
ト
の
地
か
ら
導
き
上
ら
せ
た
す
べ
て
の
国
民
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
、
こ
の
言
葉
を
聞
け
。
２
　
わ
た
し
は
、
地
上
の
全
部
族
の
中
か
ら
、
あ
な
た
が
た
だ
け
を
選
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
も
ろ
も
ろ
の
咎
の
た
め
、
あ
な
た
が
た
を
罰
す
る
。
３
　
も
し
二
人
が
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
一
緒
に
歩
く
だ
ろ
う
か
。
４
　
獅
子
は
獲
物
が
な
い
の
に
、
森
で
吠
え
る
だ
ろ
う
か
。
若
獅
子
は
獲
物
を
捕
ら
え
な
い
の
に
、
穴
か
ら
叫
ぶ
だ
ろ
う
か
。
５
　
鳥
は
わ
な
が
な
い
の
に
、
地
の
わ
な
に
か
か
る
だ
ろ
う
か
。
わ
な
は
獲
物
が
か
か
ら
な
い
の
に
、
地
か
ら
跳
ね
上
が
る
だ
ろ
う
か
。
６
　
町
で
角
笛
が
吹
か
れ
た
ら
、
民
は
恐
れ
震
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
町
に
災
い
が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
は
主
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
７
　
な
ぜ
な
ら
、
神
で
あ
る
主
は
、
そ
の
計
画
を
、
し
も
べ
な
る
預
言
者
に
示
さ
な
い
で
は
、
何
事
も
な
さ
ら
な
い
。
８
　
獅
子
が
吠
え
る
。
誰
が
恐
れ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
。
神
で
あ
る
主
が
語
ら
れ
る
。
誰
が
預
言
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
。
９
　
ア
シ
ュ
ド
デ
の
宮
殿
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
地
の
宮
殿
に
宣
べ
て
言
え
。
11
サ
マ
リ
ヤ
の
山
々
の
上
に
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
の
大
騒
ぎ
と
、
そ
の
中
の
圧
制
を
見
よ
。
10
彼
ら
は
正
義
を
行
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
主
の
御
告
げ
。
彼
ら
は
宮
殿
で
暴
虐
と
乱
暴
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
11
そ
れ
ゆ
え
、
神
な
る
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
。
敵
が
こ
の
地
を
ぐ
る
り
と
囲
み
、
あ
な
た
の
要
害
を
倒
し
、
宮
殿
を
略
奪
す
る
。
12
主
は
こ
う
言
わ
れ
る
。
羊
飼
い
が
、
獅
子
の
口
か
ら
二
本
の
足
あ
る
い
は
耳
の
一
部
を
取
り
返
す
よ
う
に
、
サ
マ
リ
ヤ
に
住
む
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
は
、
寝
台
の
隅
や
絹
地
の
長
椅
子
を
取
り
返
さ
れ
る
。
13
聞
け
、
ヤ
コ
ブ
の
家
に
証
言
せ
よ
。
神
で
あ
る
主
、
万
軍
の
神
の
御
告
げ
。
14
ま
こ
と
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
反
逆
の
罪
を
罰
す
る
日
に
ベ
テ
ル
の
祭
壇
を
罰
す
る
。
祭
壇
の
角
は
切
り
倒
さ
れ
、
地
に
落
ち
る
。
15
わ
た
し
は
冬
の
家
と
夏
の
家
を
打
つ
。
象
牙
の
家
々
は
滅
び
、
大
き
な
家
々
は
消
え
失
せ
る
。
主
の
御
告
げ
。
四
章１
　
聞
け
。
こ
の
言
葉
を
。
サ
マ
リ
ヤ
の
山
々
に
い
る
バ
シ
ャ
ン
の
雌
牛
ど
も
。
12
彼
女
ら
は
弱
い
者
を
し
い
た
げ
、
貧
し
い
者
を
圧
迫
し
、
そ
の
主
人
に
向
か
っ
て
「
持
っ
て
き
て
よ
。
そ
う
し
た
ら
飲
む
か
ら
」
と
言
う
。
２
　
神
で
あ
る
主
は
、
御
自
身
の
聖
に
か
け
て
誓
わ
れ
た
。
ま
こ
と
に
、
見
よ
。
そ
の
日
が
あ
な
た
が
た
の
上
に
来
る
。
そ
の
日
、
彼
ら
は
、
あ
な
た
が
た
を
肉
鉤
で
引
き
上
げ
、
あ
な
た
が
た
の
残
り
の
者
を
魚
捕
り
の
と
げ
で
引
い
て
行
く
。
３
　
あ
な
た
が
た
は
、
お
の
お
の
、
ま
っ
す
ぐ
に
城
壁
の
破
れ
た
所
を
出
て
、
ヘ
ル
モ
ン
の
方
へ
追
い
や
ら
れ
る
。
主
の
御
告
げ
。
Ｃ
　
ア
モ
ス
書
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
の
言
語
の
内
容
一
　
三
・
一
〜
二
　
審
判
の
必
然
性
一
節
と
二
節
は
預
言
的
宣
言
全
体
の
序
論
と
主
要
な
思
想
を
含
む
。
一
節
は
ア
モ
ス
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
全
家
に
属
す
る
者
へ
の
使
信
、
宣
言
の
導
入
で
あ
る
。「
こ
の
言
葉
を
聞
け
」
は
聴
く
こ
と
の
召
喚
の
導
入
の
定
型
句
（
創
四
・
二
三
、
申
四
・
一
な
ど
）
で
、
重
要
な
使
信
が
来
る
こ
と
を
示
す
。
出
エ
ジ
プ
ト
の
解
放
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
主
と
の
契
約
関
係
を
も
た
ら
し
た
。
使
信
は
契
約
に
基
づ
き
、
預
言
者
の
宣
言
は
契
約
の
様
式
に
お
い
て
歴
史
的
連
続
と
見
ら
れ
る
（
申
四
・
二
五
〜
三
一
）澣
。
二
節
の
神
の
言
葉
は
審
き
の
言
葉
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
前
半
は
主
の
意
図
の
続
く
宣
告
の
根
拠
と
な
る
主
張
で
あ
る
。
漓
あ
な
た
が
た
と
わ
た
し
は
独
特
な
契
約
で
結
ば
れ
て
い
る
。
滷
契
約
の
条
件
に
よ
っ
て
従
う
こ
と
が
あ
な
た
方
の
責
任
で
あ
る
。
従
わ
な
い
な
ら
、
あ
な
た
が
た
を
罰
す
る
こ
と
が
わ
た
し
の
責
任
で
あ
る
。
澆
し
た
が
っ
て
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
罪
13
の
故
に
あ
な
た
が
た
を
罰
す
る
。
こ
れ
は
ア
モ
ス
の
時
代
の
平
均
的
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
理
解
し
な
か
っ
た
概
念
で
あ
る
（
ア
モ
ス
五
・
一
八
〜
二
○
参
照
）澡
。
二
　
三
・
三
〜
八
　
預
言
の
根
拠
三
節
か
ら
八
節
は
、
な
ぜ
自
分
が
預
言
者
と
し
て
神
の
召
命
を
受
け
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
色
々
な
例
を
あ
げ
な
が
ら
核
心
に
迫
る
と
い
う
表
現
方
法
を
取
る
。
そ
の
中
で
七
節
は
預
言
者
と
主
の
一
体
性
を
強
調
す
る
が
、
通
常
は
付
加
と
見
な
さ
れ
る
。
七
節
で
重
要
な
こ
と
は
主
は
預
言
者
に
秘
密
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
い
か
な
る
行
為
も
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
し
こ
の
節
が
付
加
な
ら
、
そ
れ
を
挿
入
し
た
者
は
三
〜
五
節
と
六
節
（
そ
し
て
八
節
も
）
と
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
。
七
節
の
言
明
は
、
ア
モ
ス
が
語
る
こ
と
な
し
に
は
、
災
い
が
起
こ
っ
て
も
、
そ
れ
が
神
の
行
為
で
あ
る
こ
と
が
人
々
に
は
分
か
ら
な
い
の
だ
と
い
う
点
を
鋭
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
八
節
の
預
言
と
主
と
の
深
い
結
び
付
き
に
移
行
す
る
た
め
に
、
七
節
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
構
成
要
素
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
疑
問
詞h}
に
よ
っ
て
質
問
は
五
回
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
六
節
で
は
ひ
と
つ
の
転
調
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
六
節
で
は
疑
問
詞h}
がµai
に
変
わ
る
。
こ
こ
で
は
疑
問
は
原
因
か
ら
結
果
に
変
わ
る
。
こ
れ
が
次
の
節
に
影
響
を
及
ぼ
す澤
。
町
で
角
笛
が
吹
か
れ
た
ら
、
民
は
恐
れ
震
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
六
節
ａ
町
に
災
い
が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
は
主
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
六
節
ｂ
な
ぜ
な
ら
、
神
で
あ
る
主
は
何
事
も
な
さ
ら
な
い
。
七
節
ａ
そ
の
計
画
を
、
し
も
べ
な
る
預
言
者
た
ち
に
示
さ
な
い
で
は
。
七
節
ｂ
こ
の
よ
う
に
理
解
（
翻
訳
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
浮
き
上
が
っ
て
い
た
七
節
は
初
め
て
脈
絡
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
。
三
〜
五
節
ま
で
の
構
成
に
見
ら
れ
る
の
は
、
原
因
と
結
果
の
単
な
る
羅
列
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
、
事
象
と
条
件
と
の
14
緊
密
な
一
体
性
で
あ
り
、
と
り
わ
け
事
象
に
対
す
る
条
件
の
拘
束
力
で
あ
っ
た
。
五
回
の
質
問
に
対
し
、
七
節
は
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
構
成
の
秘
密
を
明
ら
か
に
す
る
。
七
節
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
、
三
〜
六
節
の
構
成
は
そ
の
意
義
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
八
節
は
、
今
や
七
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
預
言
の
秘
密
を
堂
々
と
述
べ
る
。
八
節
の
「
獅
子
」
と
は
主
で
あ
り
、
四
節
に
「
獅
子
」
を
取
り
上
げ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
（
一
・
二
ａ
参
照
）。「
誰
が
恐
れ
な
い
か
」
あ
る
い
は
「
恐
れ
な
い
者
は
誰
か
」
と
は
神
の
言
葉
を
受
け
取
ら
な
い
民
へ
の
威
嚇
で
あ
る
。
八
節
ｂ
は
預
言
の
拘
束
力
、
必
然
性
、
そ
し
て
神
と
預
言
（
者
）
の
一
体
性
を
強
調
す
る澹
。
三
節
か
ら
八
節
は
大
体
が
因
果
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
三
節
「
も
し
二
人
が
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
一
緒
に
歩
く
だ
ろ
う
か
。」
交
わ
り
の
原
因
は
一
致
で
あ
る
。
四
節
「
獅
子
は
獲
物
が
な
い
の
に
、
森
で
吠
え
る
だ
ろ
う
か
。」
獅
子
が
吠
え
て
い
る
こ
と
は
獲
物
を
証
明
し
て
い
る
。「
若
獅
子
は
獲
物
を
捕
ら
え
な
い
の
に
、
穴
か
ら
叫
ぶ
だ
ろ
う
か
。」
若
獅
子
の
叫
び
は
、
捕
ら
え
所
有
す
る
獲
物
と
い
う
原
因
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
五
節
「
鳥
は
わ
な
が
な
い
の
に
、
地
の
わ
な
に
か
か
る
だ
ろ
う
か
。」
鳥
が
落
ち
る
原
因
は
わ
な
で
あ
る
。「
わ
な
は
獲
物
が
か
か
ら
な
い
の
に
、
地
か
ら
跳
ね
上
が
る
だ
ろ
う
か
。」
わ
な
が
跳
ね
上
が
る
の
は
、
捕
ま
っ
た
鳥
が
原
因
で
あ
る
。
六
節
「
町
で
角
笛
が
吹
か
れ
た
ら
、
民
は
恐
れ
震
え
な
い
だ
ろ
う
か
。」
角
笛
は
警
戒
と
驚
き
が
あ
る
証
拠
で
あ
る
。「
町
に
災
い
が
起
こ
れ
ば
、
そ
れ
は
主
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。」
町
の
災
い
（
結
果
）
は
主
を
証
明
す
る
（
主
が
い
る
証
拠
・
原
因
）。
七
節
「
な
ぜ
な
ら
、
神
で
あ
る
主
は
、
そ
の
計
画
を
し
も
べ
な
る
預
言
者
に
示
さ
な
い
で
は
、
何
事
も
な
さ
ら
な
い
。」
主
は
預
言
者
に
示
し
て
（
原
因
）、
事
を
行
う
（
結
果
）。
八
節
「
獅
子
が
吠
え
る
。
だ
れ
が
恐
れ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
。
神
で
あ
る
主
が
語
ら
れ
た
。
だ
れ
が
預
言
し
な
い
で
い
ら
れ
15
よ
う
。」
七
節
の
原
則
か
ら
ア
モ
ス
は
適
用
を
見
つ
け
る
。
主
（
獅
子
）
が
吠
え
た
（
原
因
）_
だ
か
ら
恐
れ
よ
（
結
果
）。
主
が
語
ら
れ
た
（
原
因
）_
だ
か
ら
預
言
せ
よ
（
結
果
）。
三
　
三
・
九
〜
一
一
　
暴
虐
に
伴
う
審
判
の
必
然
性
こ
こ
で
ア
モ
ス
は
首
都
に
、
あ
る
い
は
サ
マ
リ
ヤ
の
支
配
階
級
に
向
か
っ
て
審
き
を
宣
告
す
る
。
九
節
　
ア
シ
ュ
ド
デ
と
エ
ジ
プ
ト
は
主
の
裁
判
に
召
さ
れ
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
審
き
の
証
人
と
な
る
。
サ
マ
リ
ヤ
の
支
配
階
級
は
大
き
な
騒
ぎ
と
圧
迫
を
引
き
起
こ
し
、
正
義
を
行
わ
ず
、
庶
民
を
収
奪
し
て
富
を
蓄
え
て
い
る
。
一
○
節
　
町
は
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
犠
牲
に
な
る
。
サ
マ
リ
ヤ
は
正
義
（hj…`kon“
）
の
感
覚
を
失
っ
た
。
富
が
宮
殿
に
蓄
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
暴
虐
と
暴
行
の
実
で
あ
る
。smà;j;
とdv
は
暴
行
と
残
忍
な
行
為
で
あ
る
。
一
一
節
　
刑
罰
の
時
サ
マ
リ
ヤ
の
支
配
階
級
に
は
保
護
が
な
い
。
敵
に
包
囲
さ
れ
、
宝
物
は
侵
入
軍
に
と
ら
れ
る濆
。
四
　
三
・
一
二
　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
死
の
証
人
一
二
節
は
格
言
の
形
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
破
滅
を
述
べ
る
。
羊
飼
い
が
羊
の
群
れ
の
番
を
し
て
い
た
時
、
獅
子
の
襲
撃
を
受
け
た
時
、
証
拠
が
あ
れ
ば
償
わ
な
く
て
も
よ
い
が
、
証
拠
品
が
な
け
れ
ば
、
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
出
二
二
・
九
〜
一
二
の
規
定
）。
野
獣
に
襲
わ
れ
た
羊
の
場
合
に
は
、
残
さ
れ
た
両
足
や
片
耳
で
も
証
拠
品
と
し
て
役
立
つ
が
、
長
椅
子
の
隅
や
寝
台
の
一
部
は
殆
ど
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
そ
れ
は
救
い
の
徴
で
は
な
く
、
完
全
な
滅
び
を
示
す
澪
。
五
　
三
・
一
三
〜
一
五
　
ヤ
コ
ブ
の
家
の
滅
亡
一
三
節
「
ヤ
コ
ブ
の
家
」
は
サ
マ
リ
ヤ
人
に
向
か
っ
て
契
約
の
民
と
し
て
の
ル
ー
ツ
を
示
し
、
現
在
の
堕
落
を
示
す
。
聞
く
16
者
た
ち
は
主
が
一
三
〜
一
五
節
の
話
し
手
で
あ
る
こ
と
を
二
度
思
い
起
こ
さ
れ
る
（
一
三
節
と
一
五
節
）。
こ
こ
で
は
ア
モ
ス
書
の
他
に
出
て
こ
な
い
「
神
で
あ
る
主
、
万
軍
の
神
の
御
告
げ
」
と
い
う
称
号
が
使
わ
れ
る
。
こ
れ
は
全
能
と
威
厳
を
示
す
神
名
で
あ
る
。
一
四
節
は
主
へ
の
反
逆
と
偶
像
崇
拝
が
刑
罰
の
理
由
で
あ
る
と
告
げ
る
。
刑
罰
の
日
に
ベ
テ
ル
の
祭
壇
が
破
壊
さ
れ
、
祭
壇
の
四
隅
の
角
は
折
ら
れ
る
。
主
は
神
殿
と
大
邸
宅
を
打
つ
。
神
殿
は
宗
教
生
活
の
中
心
で
あ
る
。
大
邸
宅
は
支
配
階
級
が
搾
取
で
建
て
た
贅
沢
の
象
徴
で
あ
る
。
実
際
の
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
は
「
家
」
で
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
の
家
、
神
の
家
（
ベ
テ
・
エ
ル
）、
冬
の
家
、
夏
の
家
、
象
牙
の
家
、
大
き
な
家
々
で
あ
り
、
家
の
荒
廃
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
と
文
化
へ
の
審
き
で
あ
る
。
一
五
節
は
王
を
含
む
富
裕
な
者
た
ち
の
家
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
告
げ
る
。µyBi`r"µyTi
を
新
改
訳
は
「
多
く
の
家
々
」
と
訳
す
が
、
へ
ブ
ル
語
のbr'
は
「
大
き
な
」
を
も
意
味
す
る
の
で
「
大
き
な
家
々
」
と
か
「
大
邸
宅
」
の
翻
訳
の
方
が
「
象
牙
の
家
々
」
と
の
並
行
の
故
に
好
ま
し
い
。
六
　
四
・
一
〜
三
　
上
流
階
級
批
判
こ
の
個
所
で
ア
モ
ス
は
上
流
階
級
の
女
た
ち
を
断
罪
す
る
。
貧
し
い
者
た
ち
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
贅
沢
な
生
計
の
故
に
断
罪
さ
れ
る
。
一
節
　
「
バ
シ
ャ
ン
」
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
北
東
部
の
高
原
地
域
、
家
畜
と
そ
の
乳
製
品
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
見
事
な
家
畜
で
有
名
。
肥
沃
な
台
地
と
山
脈
よ
り
成
る
一
、五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
ハ
ウ
ラ
ン
山
と
か
バ
シ
ャ
ン
の
山
、
ヘ
ル
モ
ン
山
が
北
の
境
を
形
づ
く
る澪
。
二
節
　
主
は
御
自
身
の
聖
さ
の
ゆ
え
に
審
判
を
預
言
さ
れ
る
。
上
流
婦
人
は
鉤
で
立
派
な
邸
宅
か
ら
連
れ
出
さ
れ
、
最
後
の
一
人
は
「
魚
捕
り
の
と
げ
」
で
引
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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三
節
　
婦
人
達
は
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
繋
が
っ
て
捕
虜
と
し
て
連
れ
出
さ
れ
る
。「
城
壁
の
破
れ
口
」
を
通
り
抜
け
て
連
れ
て
行
か
れ
る
（
エ
ゼ
一
二
・
三
、
七
参
照
）。
イ
ス
ラ
エ
ル
捕
囚
民
は
北
に
向
か
っ
て
連
行
さ
れ
る
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。
三
節
の
最
後
の
言
葉
は
方
位
挌
で
地
名
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
ハ
ル
モ
ン
」
と
マ
ソ
ラ
本
文
に
あ
る
語
（
新
改
訳
も
）
は
未
知
の
場
所
で
あ
る
。
色
々
な
訳
は
推
量
で
あ
る
。
大
抵
の
も
の
は
母
音
を
変
え
て
「
ヘ
ル
モ
ン
」
と
修
正
し
て
読
む
。
訳
文
は
「
ヘ
ル
モ
ン
の
方
に
向
け
て
投
げ
捨
て
ら
れ
る
」
と
な
る
。
も
し
も
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
ヘ
ル
モ
ン
は
こ
の
詩
行
に
皮
肉
な
ひ
ね
り
を
与
え
る
。
何
故
な
ら
ヘ
ル
モ
ン
山
は
バ
シ
ャ
ン
山
脈
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
バ
シ
ャ
ン
の
雌
牛
が
バ
シ
ャ
ン
の
山
々
の
中
で
死
肉
（
腐
肉
）
と
し
て
終
わ
る
！濕
ま
た
ヘ
ル
モ
ン
の
へ
レ
ム
は
「
聖
絶
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
も
含
む
か
も
し
れ
な
い濬
。
Ｌ
Ｘ
Ｘ
以
外
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
は
「
彼
ら
は
ヘ
ル
モ
ン
の
方
向
に
移
送
さ
れ
る
」
と
訳
す
。
蠶
　
ア
モ
ス
書
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
の
文
学
形
態
的
分
析
Ａ
　
韻
律
の
区
分
ア
モ
ス
書
三
・
一
〜
四
・
三
の
う
ち
、
三
・
二
、
三
〜
六
、
八
、
一
二
、
一
四
〜
一
五
、
四
・
一
〜
三
は
詩
文
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
散
文
に
も
詩
の
韻
律
が
あ
る
。
韻
律
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
l['ªla´´-r:c]yIyn∞EB]µk`≤yle[}hwü:hy“rBá≤DIr
!v,a}hZ<ﬁh'rb¢…D:h'Ata,“W[|m]vi3>1
一
（
四
・
三
）
.rmêoaleµyIr"¡x]mi≈r<a,meytiylö´[,“h,rvá≤a}hj;+P;v]Mih'AlK;
（
五
・
五
）
hm…-d:a}h;t/j∞P]v]milK¡omiyTi[]d"+y:µk¢≤t]a,q
r"º2
二
（
三
・
三
）
.µk,ytenîO/[}AlK;ta´`
µk,+yle[}dq
o∞p]a,!ˆKeAl['
（
三
・
三
）
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.Wd[≤â/nAµaiyTi`l]BiwD–:j]y"µyIn¡"v]Wkèl]yEh}3
三
（
二
・
三
）
/l–ˆya¢´´πr<f≤`w“r['Y"±B'h~yEr“a'ga¶æv]yIh}4
四
（
二
・
三
）
.dkâ;l;AµaiyTi`l]Bi/t+n:[o∞M]mi/l/q
ryp¶iK]ˆTey~Ih}
（
二
・
四
）
Hl…-ˆya¢´´vq
´´`/mW
≈r<a;+h;jP¢æAl['r~/PxilPo•tih}5
五
（
三
・
四
）
.d/Kêl]yIaløèd/k¡l;w“hm;+d:a}h¢…AˆmijP'Ahl,[}y"h}
（
三
・
四
）
Wdr–:j,“y<alø∞µ[…`w“ry[i+B]r~p;/v
[q
¶'T;yIAµai6
六
（
二
・
三
）
.hcâ[;alèhwhyw
ry[B]h[r:hyhTAµai
（
二
・
三
）
.µyaiybiN“h'wyd¡:b;[}Ala,/d+/s
hl¢…G:AµaiyKiªrb…-D:hw¡Ihy“ynè:doa}hcö≤[}y"aløéyK¢i7
七
（
三
・
三
）
（
二
・
三
）
ar–:yyIal∞øym¢iga…`v;hyèEr“a'8
八
（
三
・
二
）
.abâNyIalèymi`rBDIhwhy“ynda
（
三
・
三
）
µyIr–:x]mi≈r<a¢≤B]t/n™m]r“a'Al[æw“d/D+v]a'B]t/n§m]r“a'Al['W[ymi~v]h'9
九
（
三
・
三
）
Hk/tB]t/Br
tmWhm]WarW
ˆ/rmvoyrhAl[
WpsaâheWrmaw
（
二
・
四
・
四
）
.HBâ…r“q
iB]µyq
i`Wv[}w"
.µhyt/nîmraB]dvw:smàj;µyrüx/ah;hwhyAµan“hjknAt/c[}W[èdyAalw“10
一
○
（
三
・
二
・
三
）
≈r<a…-h;byb¢is]W
rx`æhw±Ihy“yn∞:doa}r~m'a;hKo•ˆke%l;11
一
一
（
三
・
二
・
三
）
.ËyIt…â/nm]r“a'WZb¡on:w“ËZE[uË~Memidr•I/hw“
（
二
・
三
）
h#w:hy“rm¢æa;hJKo12
一
二
（
三
）
yrüIaI}h;yPimih[⁄,roh;lyXiy~"r*v,a}K'
（
二
・
三
）
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ˆz<a–oAld"b]/a∞µyI['`r:k]yTà´´v
（
三
・
二
）
lae%r:c]yIyn∞EB]Wl|x]N:y
ˆK
（
二
・
二
）
.cr<[â;q
v,m≤àd“biW
hF…`mitaàæp]Biˆ/r+m]vo¢B]µ~ybiv]Yh'
（
二
・
二
・
二
）
.t/a;X]h'yhà´´løa‘hw¡Ihy
ynè:doa}Aµaun“bq
–o[}y"êtyb¢´´B]Wdy[i`h;w“W[èm]vi13
一
三
（
五
・
二
・
二
）
wyl…-[;la´´`r:c]yIAy[â´´v]piydèIq
]P;µ/yÿB]yKi%14
一
四
（
三
・
三
）
lae+AtyB´´ât/j∞B]z“miAl['!yTid“q
'p;W
（
二
・
三
）
.≈r<a;l;Wl¡p]n:w“j"Be+z“Mih't/n§r“q
'W~[D“g“nIw“
（
二
・
三
）
≈yIQ
;-h'tyB¢´´Al['r<j¡oh'AtybeytàKehiw“15
一
四
（
二
・
三
）
µyBi`r"µyTàiB;Wpüs;w“ˆVe%h'yT¢´´B;Wd|b]a;w“
（
三
・
三
）
s
.hwê:hy“Aµaun“
（
二
）
ˆ/r+m]voêrh¢æB]r~v,a}!ˆv;B;h't/rªP;hZﬁ<h'rb¢…D:h'W[|m]vi
4>1
四
・
一
（
二
・
三
・
三
）
µyn–I/yb]a,t/x¡x]roh;µyLi+D"t/q
∞v][oh;
（
二
・
二
）
.hTâv]nIw“ha;ybàihi;µh≤`ynEdîoa}l'trìom]aoh;
（
二
・
二
）
µk≤-yle[}µya¢iB;µymi`y:hNèEhiyKiö/v+d“q
;B]h~wIhy“yn•:doa}[
~
B'v]nII2
二
（
五
・
四
）
.hgê:WD
t/rìysiB]ˆk,t]yrIj}a'w“t/N±xiB]µk,t]a,aC¶…nIw“
（
三
・
三
）
hn:/m¡r“h'h'hn:èT,k]l'v]hiw“HD–:g“n<hV¢…aihn:ax≤`Teµyxàir:p]W
3
三
（
二
・
二
・
二
）
.hwê:hy“Aµaun“
（
二
）
均
衡
の
と
れ
た
二
行
連
句
や
三
行
連
句
の
い
か
な
る
律
動
も
見
出
さ
な
い
。
い
く
つ
か
の
節
は
大
抵
散
文
で
あ
る
（
三
・
一
20
○
、
一
三
、
一
四
）。
他
は
表
面
的
に
は
並
行
的
散
文
や
自
由
な
韻
律
で
あ
る
。
し
か
し
各
託
宣
は
構
造
的
均
衡
や
そ
の
中
の
文
章
の
多
く
で
並
行
法
を
示
す
。
三
・
一
二
で
は
羊
の
か
ら
だ
の
二
つ
が
サ
マ
リ
ヤ
の
美
し
い
装
飾
品
の
二
つ
に
較
べ
ら
れ
る
。
三
・
九
〜
四
・
三
の
韻
律
は
高
度
に
不
規
則
で
あ
る濔
。
詩
文
の
支
配
的
韻
律
は
三
・
二
型
（
三
章
三
、
四
、
六
、
七
、
一
四
節
）
で
キ
ー
ナ
ー
調
で
悲
し
み
を
表
す
哀
歌
調
で
あ
る
。
散
文
の
三
・
四
型
、
三
・
三
型
、
三
・
二
・
三
型
、
四
・
二
型
、
四
・
三
型
、
二
・
三
型
、
二
・
二
・
二
型
、
三
・
三
・
二
型
、
二
・
二
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
韻
律
的
散
文
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
韻
律
の
種
々
の
変
化
に
固
定
し
た
解
釈
が
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
詩
は
勿
論
の
こ
と
、
散
文
も
詩
の
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ズ
ム
を
伴
い
、
預
言
者
ア
モ
ス
の
気
分
情
緒
と
預
言
の
言
葉
の
テ
ン
ポ
と
パ
ト
ス
を
良
く
表
し
て
い
る
。
ア
モ
ス
は
詩
文
、
散
文
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
感
情
的
思
想
的
起
伏
を
適
切
な
文
学
的
技
法
に
よ
っ
て
見
事
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
Ｂ
　
並
行
法
盧
一
〜
二
節
「
聞
け
…
わ
た
し
は
責
任
を
問
う
」（
Ａ
Ｂ
）
と
一
三
〜
一
四
節
「
聞
け
…
わ
た
し
が
清
算
す
る
時
勘
定
を
請
求
す
る
」（
A’
B’
）
は
三
章
全
体
の
包
括
的
イ
ン
ク
ル
ジ
オ
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
盪
二
節
は
総
合
的
並
行
法
に
な
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
地
上
の
全
部
族
の
中
か
ら
あ
な
た
方
だ
け
を
選
ん
だ
（
Ａ
）
そ
れ
故
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
も
ろ
も
ろ
の
咎
の
た
め
、
あ
な
た
が
た
を
罰
す
る
（
Ｂ
）
蘯
三
節
は
八
節
と
共
に
イ
ン
ク
ル
ジ
オ
を
形
成
す
る
。
も
し
二
人
が
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
一
緒
に
歩
く
だ
ろ
う
か
。（
三
節
　
Ａ
）
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神
で
あ
る
主
が
語
ら
れ
る
。
誰
が
預
言
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
（
八
節
　
A’
）
盻
四
節
の
二
詩
行
は
同
義
的
並
行
法
（
Ａ
Ｂ
A’
B’
）
に
な
っ
て
い
る
。
獅
子
は
獲
物
が
な
い
の
に
（
Ａ
）、
森
で
吠
え
る
だ
ろ
う
か
（
Ｂ
）
若
獅
子
は
獲
物
が
な
い
の
に
（
A’
）
穴
か
ら
叫
ぶ
だ
ろ
う
か
（
B’
）
眈
四
節
の
「
獅
子
が
吠
え
た
」
と
八
節
の
「
獅
子
が
吠
え
る
」
は
キ
ア
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
交
差
並
行
法
的
）
イ
ン
ク
ル
ジ
オ
で
あ
る
。
眇
五
節
の
二
詩
行
は
同
義
的
並
行
法
（
Ａ
Ｂ
A’
B’
）
で
あ
る
。
鳥
は
わ
な
が
な
い
の
に
（
Ａ
）、
地
の
わ
な
に
か
か
る
だ
ろ
う
か
（
Ｂ
）
わ
な
は
獲
物
が
か
か
ら
な
い
の
に
（
A’
）、
地
か
ら
跳
ね
上
が
る
だ
ろ
う
か
（
B’
）
眄
五
節
は
段
階
的
並
行
法
（
Ａ，
A’
）
と
も
言
え
る
。
鳥
は
わ
な
に
か
か
る
（
Ａ
）、
地
に
落
ち
る
（
A’
）
眩
六
節
の
二
詩
行
は
同
義
的
並
行
法
で
あ
る
。
町
で
角
笛
が
吹
か
れ
た
ら
（
Ａ
）、
民
は
恐
れ
震
え
な
い
だ
ろ
う
か
（
Ｂ
）
町
に
災
い
が
起
こ
れ
ば
（
A’
）、
そ
れ
は
主
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
（
B’
）
眤
六
節
の
後
半
と
七
節
は
交
差
並
行
法
を
作
る
。
町
に
災
い
が
起
こ
れ
ば
（
Ａ
）、
そ
れ
は
主
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
（
Ｂ
）
な
ぜ
な
ら
神
で
あ
る
主
は
何
事
も
な
さ
ら
な
い
（
B’
）、
そ
の
計
画
を
し
も
べ
な
る
預
言
者
に
示
さ
な
い
で
は
（
A’
）
眞
八
節
は
完
全
交
互
並
行
法
で
あ
る
。
獅
子
が
吠
え
る
（
Ａ
）、
だ
れ
が
恐
れ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
（
Ｂ
）
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神
で
あ
る
主
が
語
ら
れ
る
（
A’
）
だ
れ
が
預
言
し
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
（
B’
）
Ａ
と
A’
は
肯
定
文
で
あ
り
、
Ｂ
と
B’
は
修
辞
的
疑
問
文
で
あ
る
。
眥
三
〜
八
節
全
体
は
修
辞
的
疑
問
文
を
用
い
な
が
ら
、
漸
層
法
的
（
ク
ラ
イ
マ
ク
テ
ィ
ッ
ク
）
並
行
法
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
眦
一
○
節
は
下
降
の
段
階
的
並
行
法
と
な
っ
て
い
る
（
Ａ
、
A’
）。
眛
一
一
節
は
下
降
の
段
階
的
並
行
法
と
な
っ
て
い
る
（
Ａ
、
A’
A’’
）。
眷
一
○
節
と
一
一
節
は
総
合
的
並
行
法
を
形
成
す
る
。
一
○
節
が
Ａ
、
一
一
節
が
「
そ
れ
ゆ
え
」
Ｂ
で
あ
る
。
眸
一
二
節
は
比
喩
的
並
行
法
で
あ
る
。
前
句
と
後
句
は
全
く
異
な
る
現
象
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
認
識
可
能
な
あ
る
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
に
働
い
て
い
る
の
は
類
比
の
論
理
で
あ
る濘
。
睇
一
四
節
は
下
降
の
段
階
的
並
行
法
と
な
っ
て
い
る
（
Ａ
、
A’
、
A’’
）。
睚
一
五
節
は
下
降
の
段
階
的
並
行
法
と
な
っ
て
い
る
（
Ａ
、
A’
、
A’’
）。
睨
一
五
節
の
一
部
は
同
義
的
並
行
法
で
あ
る
。
象
牙
の
家
々
は
（
Ａ
）
滅
び
（
Ｂ
）
大
き
な
家
々
は
（
A’
）
消
え
失
せ
る
（
B’
）
睫
四
章
一
節
は
上
昇
の
段
階
的
並
行
法
で
あ
る
（
Ａ
一
、
Ａ
二
、
Ａ
三
、
Ａ
四
）。
睛
四
章
二
〜
三
節
は
下
降
の
段
階
的
並
行
法
で
あ
る
（
Ａ
一
、
Ａ
二
、
Ａ
三
、
Ａ
四
、
Ａ
五
、
Ａ
六
）。
睥
四
章
一
〜
三
節
を
交
差
並
行
法
的
イ
ン
ク
ル
ジ
オ
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
E’
D’
C’
B’
A’
）。
聞
け
、
こ
の
言
葉
を
（
Ａ
）
サ
マ
リ
ヤ
の
山
に
い
る
バ
シ
ャ
ン
の
雌
牛
ど
も
（
Ｂ
）
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彼
女
ら
は
弱
い
者
を
し
い
た
げ
（
Ｃ
）
貧
し
い
者
た
ち
を
圧
迫
す
る
（
Ｄ
）
そ
の
主
人
た
ち
に
向
か
っ
て
「
持
っ
て
き
て
よ
！
そ
う
し
た
ら
飲
む
か
ら
」
と
言
う
（
Ｅ
）
神
で
あ
る
主
は
ご
自
分
の
聖
に
か
け
て
誓
わ
れ
た
（
Ｆ
）
ま
こ
と
に
、
見
よ
。
そ
の
日
が
あ
な
た
が
た
の
上
に
来
る
（
E’
）
そ
の
日
、
彼
ら
は
、
あ
な
た
が
た
を
肉
鉤
で
引
き
上
げ
（
D’
）
あ
な
た
が
た
の
残
り
の
者
を
魚
捕
り
の
と
げ
で
引
い
て
行
く
（
C’
）
あ
な
た
が
た
は
お
の
お
の
、
ま
っ
す
ぐ
に
城
壁
の
破
れ
た
所
を
出
て
、
ヘ
ル
モ
ン
の
方
へ
追
い
や
ら
れ
る
（
B’
）
主
の
御
告
げ
（
A’
）
睿
四
章
一
〜
三
節
を
総
合
的
並
行
法
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
節
が
Ａ
で
二
節
の
「
神
で
あ
る
主
は
、
ご
自
分
の
聖
に
か
け
て
誓
わ
れ
た
」
を
「
し
た
が
っ
て
」
に
か
わ
る
も
の
と
し
、
残
り
を
Ｂ
と
す
る
。
同
義
的
並
行
法
、
下
降
と
上
昇
の
段
階
的
並
行
法
、
漸
層
法
的
並
行
法
、
総
合
的
並
行
法
、
比
喩
的
並
行
法
、
イ
ン
ク
ル
ジ
オ
を
駆
使
し
て
、
神
よ
り
の
託
宣
の
使
信
、
預
言
者
の
資
格
の
弁
護
、
そ
し
て
聴
衆
へ
の
審
判
の
使
信
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。Ｃ
　
文
体
的
特
徴
と
文
学
的
技
巧
ア
モ
ス
は
神
に
与
え
ら
れ
た
啓
示
を
伝
え
る
時
、
多
彩
な
作
文
上
の
技
巧
を
駆
使
し
て
い
る
。
ア
モ
ス
が
職
業
的
に
専
門
的
に
訓
練
さ
れ
た
預
言
者
で
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
力
強
い
心
を
動
か
す
託
宣
を
伝
え
る
能
力
を
減
じ
て
い
な
い
。
ア
モ
24
ス
の
伝
え
た
託
宣
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
神
に
対
し
て
強
情
な
国
民
の
責
任
を
胸
に
こ
た
え
さ
せ
た
。
一
　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
（
漸
層
法
）
の
型
の
使
用
ア
モ
ス
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
作
る
た
め
の
表
現
の
技
巧
は
見
事
で
注
目
に
価
す
る
。
一
章
〜
二
章
で
遠
い
國
の
こ
と
か
ら
近
い
国
々
の
こ
と
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、
あ
な
た
も
罪
を
犯
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
あ
の
迫
り
方
と
同
じ
技
巧
を
三
章
３
〜
八
節
で
用
い
て
い
る
。
三
章
三
〜
八
節
で
ア
モ
ス
の
話
し
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
向
か
っ
て
い
る濱
。
二
　
修
辞
的
疑
問
文
の
連
鎖
の
技
巧
三
・
三
〜
六
の
中
で
七
つ
の
修
辞
的
疑
問
文
を
使
う
。
修
辞
的
疑
問
文
は
基
本
的
に
答
え
を
必
要
と
し
な
い
疑
問
文
を
お
い
て
聴
衆
の
注
意
を
喚
起
す
る
技
法
で
あ
り
、
ア
モ
ス
は
そ
れ
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
る濮
。
三
　
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
〜
定
型
句
の
使
用
「
主
は
語
ら
れ
た
」（
三
・
一
）、「
主
の
御
告
げ
」（
三
・
一
○
、
一
五
、
四
・
三
）、「
主
は
誓
わ
れ
た
」（
四
・
二
、
六
・
八
、
八
・
七
）。
四
　
召
喚
定
型
句
の
使
用
「
こ
の
言
葉
を
聞
け
」（
三
・
一
、
四
・
一
、
五
・
一
、
八
・
四
）。
公
式
の
宣
言
を
聞
く
よ
う
に
民
を
集
め
る
布
告
者
の
機
能
を
示
唆
す
る
。
五
　
皮
肉
と
比
喩
的
表
現
三
・
一
二
と
四
・
一
。
三
・
一
二
は
皮
肉
と
比
喩
的
表
現
が
重
な
る
。
野
獣
に
襲
わ
れ
た
羊
の
残
り
の
足
や
耳
は
役
立
つ
が
、
長
椅
子
や
寝
台
の
一
部
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
四
・
一
は
直
接
的
侮
辱
を
含
む
「
聞
け
…
バ
シ
ャ
ン
の
雌
牛
ど
も
」。
直
喩
は
強
い
感
情
的
付
帯
的
意
味
を
伝
え
、
含
蓄
さ
れ
た
価
値
判
断
を
伝
え
る
。
し
ば
し
ば
動
物
の
直
喩
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
四
・
一
は
消
極
的
比
喩
的
表
現
で
あ
る濛
。
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六
　
均
整
と
連
鎖
の
文
学
的
技
巧
三
・
三
〜
八
に
は
次
の
こ
と
で
均
整
と
連
鎖
を
示
す
。
鴣
　
否
定
的
表
現µaiyTi`l]Bi
（
な
い
の
に
）
は
三
節
と
四
節
ｂ
に
使
わ
れ
て
い
る
。
µaiyTi`l]Bi
（
三
節
）
とw“≥≥≥h}
（
四
ａ
）µaiyTi`l]Bi
（
四
ｂ
）W≥≥≥h}
（
五
ａ
）
の
交
互
に
変
わ
る
公
式
が
あ
る
。
ま
たal≥≥≥h}
（
一
回
）
とal≥≥≥µai
（
二
回
）
が
続
く
。
鴟
　µaiyTi`l]Bi
に
加
え
て
、
他
の
否
定
的
公
式
が
あ
っ
て
、
対
に
な
っ
て
現
れ
る
。
ａ
　/l–ˆya¢´´πr<f`≤w“
（
四
ａ
）
Hl…-ˆya¢´´vq
e`/mW
（
五
ａ
）
ｂ
　Wdr–:j‘y<alø∞µ[`;w
（
六
ａ
）hcâ;[;aløèhw¡:hyw"
（
六
ｂ
）
ｃ
　ar–:yyIaløèymi
（
八
ａ
）
abâ´´N:yIaløèymi
（
八
ｂ
）
鵄
　hkl
（
捕
ら
え
る
）
が
二
つ
の
続
く
最
後
の
連
語
句
に
現
れ
る
（
四
ｂ
と
五
ｂ
）。
鴕
　
七
ａ
は
同
一
の
三
つ
の
言
葉
で
直
前
の
六
ｂ
と
繋
が
る
。
六
ｂ
のhcâ[;aløèhw¡:hy
（
主
が
く
だ
さ
れ
な
い
）
と
七
ａ
のrb…-
D:hwI¡hy“ynè:doa}hcö≤[}y"aléø
（
主
は
何
事
も
な
さ
ら
な
い
）。
鴒
　
八
節
は
順
に
、
七
節
と
直
接
に
つ
な
げ
る
二
つ
の
特
別
な
特
徴
を
含
む
。
漓rb…-D:h£wIhy“ynè:doa}
（
七
ａ
）
とrB,+DIh~wIhy“yn•:doa}
（
八
ｂ
）
滷µyaâiybiN“h'
（
七
ｂ
）
とabâ´´N:yI
（
八
ｂ
）
七
　
頭
韻
漓h}
（
三
）h}}h}
（
四
）h}}h}
（
五
）
滷µai
µai
（
六
）a'
a}
（
八
）
澆
四
・
一
のh;
が
四
回
八
　
繰
り
返
し
漓t/n§m]r“a''
（
九
　
二
回
）、µh≤âyte/nîm]r“a''
（
一
○
）、ËyIt…â/nm]r“a'
（
一
一
）
滷W[|m]v
i
（
三
・
一
、
一
三
、
四
・
一
）
澆h~wIhy“yn•:doa}
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（
三
・
八
、
一
一
、
一
三
、
四
・
二
）
潺tyBe
（
三
・
一
四
、
一
五
で
四
回
）
九
　
類
音
漓Hk;+/tB]
（
三
・
九
）
とhj…`kon“
（
三
・
一
○
）
滷t/q
∞v][oh;
とt/x¡x]roh;
（
二
語
と
も
四
・
一
）
十
　
不
変
化
詞
の
用
法
三
ａ
　h}
五
ａ
　
Ａ
　h}
ｂ
　µaiyTi`l]Bi
Ｂ
　ˆya¢´
四
ａ
　h
五
ｂ
　
Ａ
　h}
ˆya¢´
Ｂ
　alø
ｂ
　h}
六
ａ
　
Ａ
　µai
µaiyTi`l]Bi
Ｂ
　alø
瀉
十
一
　
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
の
方
法
漓
六
節
のhc
â[;alo
と
七
節
のhc
ö≤[}y"aløé
を
比
較
。
滷
七
節
のhw¡Ihy“ynè:doa}
は
八
節
のhw¡Ihy“yn:roa}
と
比
較
せ
よ
。
澆
七
節
のrb…-D;
と
八
節
のrB,+Di
と
が
繋
が
る
。
潺
七
節
のµyaâiybiN“h'
と
八
節
のabâ´´N:yiii
が
繋
が
る
。
潸
四
節
のdkâ…l;
と
五
節
のd/Kl]yI
とd/Kêl]yI
と
を
比
較
。
澁
五
節
ａ
のjP¢æ
と
五
節
ｂ
のIjP¢æ
と
を
比
較
。
澀
六
節
ａ
のry[i+B]
と
六
節
ｂ
のry[i+B]
と
を
比
較
。
潯
四
節
の
h~yEr“a'
と
八
節
のh~yEr“a'
と
を
比
較瀋
。
蠹
　
ア
モ
ス
書
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
の
思
想
の
流
れ
Ａ
　
三
章
一
〜
二
節
。
こ
の
個
所
は
ア
モ
ス
書
全
体
の
中
心
的
主
題
の
一
つ
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
脅
威
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と
さ
れ
た
刑
罰
の
背
後
に
あ
る
も
の
に
戻
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
特
別
な
地
位
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
受
け
た
好
意
の
取
り
扱
い
は
へ
ブ
ル
聖
書
、
特
に
初
期
の
歴
史
全
体
の
中
心
思
想
で
あ
る
。
主
は
ヤ
コ
ブ
を
選
ば
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
エ
ジ
プ
ト
の
束
縛
か
ら
救
わ
れ
た
の
で
、
献
身
的
服
従
を
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
。
そ
れ
で
そ
の
短
所
（
罪
）
ゆ
え
に
厳
し
く
裁
か
れ
る濺
。
Ｂ
　
三
章
三
〜
八
節
。
一
章
〜
二
章
の
イ
ス
ラ
エ
ル
断
罪
の
預
言
の
更
な
る
背
景
を
提
供
す
る
。
三
〜
八
節
は
一
章
二
節
の
吠
え
る
獅
子
と
二
章
一
一
〜
一
二
節
の
ア
モ
ス
自
身
の
預
言
者
と
し
て
の
役
割
を
結
び
、
ア
モ
ス
の
預
言
者
と
し
て
の
弁
明
書
で
あ
る
。
真
の
預
言
者
は
、
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
選
択
権
も
な
い
。
三
〜
八
節
は
二
節
の
注
釈
と
な
っ
て
い
る
。
二
節
は
既
に
困
惑
さ
せ
る
、
ま
た
、
逆
説
的
な
謎
で
あ
る
。「
わ
た
し
は
あ
な
た
方
を
選
び
出
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
が
た
を
罰
す
る
」
と
い
う
二
つ
の
声
明
が
ど
う
し
て
一
つ
に
な
る
の
か
。
普
通
は
「
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
を
選
び
出
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
あ
な
た
が
た
を
祝
福
し
、
救
お
う
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
三
〜
八
節
の
表
象
は
二
節
で
鳴
っ
た
審
き
と
破
滅
の
基
調
音
を
こ
だ
ま
す
る
。
Ｃ
　
三
章
九
〜
一
一
節
。
九
節
は
ア
シ
ュ
ド
デ
と
エ
ジ
プ
ト
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
裁
判
に
証
人
と
し
て
召
喚
す
る
。
九
節
は
使
者
の
言
葉
の
形
を
取
っ
た
導
入
で
あ
り
、
一
○
節
の
預
言
者
の
叱
責
の
言
葉
の
基
盤
を
な
す
。
一
○
節
に
一
一
節
の
決
定
的
な
威
嚇
の
言
葉
が
続
く瀑
。
Ｄ
　
三
章
一
二
節
。
ア
モ
ス
は
こ
こ
で
も
彼
の
審
き
の
預
言
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
い
を
主
張
す
る
反
論
に
対
し
て
、
再
反
論
す
る
。
辛
辣
な
皮
肉
を
も
っ
て
ア
モ
ス
も
ま
た
民
族
の
「
救
い
」
に
つ
い
て
語
る
。
し
か
し
そ
れ
は
救
い
に
な
ら
ざ
る
救
い
で
あ
る
。
家
畜
を
飼
う
牧
者
が
、
食
い
ち
ぎ
れ
た
家
畜
の
一
部
分
を
弁
償
免
除
の
た
め
に
「
救
う
」
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
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ル
も
審
き
に
お
い
て
「
救
い
出
さ
れ
る
」
と
揶
揄
し
つ
つ
語
る
。
ア
モ
ス
は
民
衆
の
俗
信
に
真
っ
向
か
ら
対
決
し
、
そ
の
迷
妄
を
根
源
か
ら
打
ち
破
る
。
Ｅ
　
三
章
一
三
〜
一
五
節
。
ア
モ
ス
は
物
質
的
繁
栄
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
生
活
が
産
み
出
す
、
首
都
サ
マ
リ
ヤ
の
特
権
階
級
の
自
己
安
心
に
対
し
て
、
辛
辣
な
皮
肉
を
も
っ
て
対
決
す
る
。
Ｆ
　
四
章
一
〜
三
節
。
ア
モ
ス
は
サ
マ
リ
ヤ
の
支
配
階
級
の
高
貴
な
婦
人
達
を
、「
バ
シ
ャ
ン
の
雌
牛
」
と
呼
ぶ
。
そ
れ
に
続
い
て
、
貧
し
い
同
胞
へ
の
無
法
な
圧
迫
に
対
す
る
厳
し
い
非
難
の
言
葉
を
述
べ
る
。
家
長
は
た
し
な
み
の
な
い
夫
人
の
度
を
は
ず
れ
た
要
求
の
た
め
、
夫
人
の
顔
色
を
う
か
が
う
。
神
は
こ
の
人
た
ち
を
審
き
、
利
己
的
な
婦
人
達
は
強
制
的
に
追
い
立
て
ら
れ
引
か
れ
て
行
く瀁
。
蠧
　
ア
モ
ス
書
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
の
神
学
的
課
題
Ａ
　
ア
モ
ス
三
章
一
〜
八
節
は
、
第
一
に
、
選
び
の
民
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
す
る
。
ア
モ
ス
一
章
〜
二
章
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
迫
り
つ
つ
あ
る
恐
ろ
し
い
破
局
の
宣
告
を
も
っ
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
て
い
た
。
聴
衆
は
、
次
に
問
い
を
も
っ
た
。
こ
う
し
た
す
べ
て
の
こ
と
が
本
当
に
我
々
に
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
我
々
は
神
の
選
び
の
民
で
は
な
い
か
。
ア
モ
ス
は
ま
ず
第
一
に
、
神
の
選
び
の
こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
選
び
の
中
に
、
こ
の
民
の
他
民
族
に
対
す
る
特
権
を
見
な
い
。
即
ち
、
人
々
が
罪
を
隠
し
た
り
、
審
き
に
対
し
て
自
己
を
保
全
す
る
特
権
を
認
め
な
い
。
選
び
は
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絶
対
的
な
神
の
自
由
の
わ
ざ
で
あ
る
。
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
自
己
の
目
的
の
た
め
に
選
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
民
の
人
間
的
利
害
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
神
の
選
び
に
よ
っ
て
、
そ
の
崇
高
な
意
図
を
意
義
深
く
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
選
び
を
通
し
て
何
ら
か
の
特
別
な
神
の
保
護
を
要
求
し
え
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
、
選
び
を
通
し
て
、
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
特
別
な
服
従
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
民
は
そ
の
罪
を
十
分
深
刻
に
受
け
取
ら
ず
、
神
の
恵
み
も
真
剣
に
受
け
取
ら
な
い
。
民
が
神
と
の
関
係
を
自
己
の
要
求
の
観
点
か
ら
の
み
見
る
の
に
対
し
、
ア
モ
ス
は
神
の
観
点
に
立
っ
て
、
神
と
民
と
の
関
係
を
判
定
す
る
。
こ
う
し
て
彼
は
民
間
の
選
民
の
教
義
と
は
正
反
対
の
結
論
に
達
す
る
。
神
の
意
志
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
選
び
に
お
い
て
恵
み
の
大
き
さ
を
示
し
た
が
、
そ
の
同
じ
神
の
意
志
が
審
き
に
お
い
て
は
神
の
峻
厳
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
あ
ら
わ
す
も
の
と
な
る瀏
。
Ｂ
　
ア
モ
ス
三
章
一
〜
八
節
は
、
第
二
に
、
神
に
召
さ
れ
た
預
言
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
す
る
。
民
衆
は
「
あ
な
た
は
何
者
で
、
何
の
権
威
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
語
る
の
か
」
と
問
う
た
。
預
言
者
は
聴
衆
に
七
つ
の
修
辞
的
な
問
い
の
連
発
を
浴
び
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
七
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
は
、
行
為
に
対
す
る
反
応
、
つ
ま
り
原
因
に
対
し
て
結
果
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
聴
衆
か
ら
引
き
出
す
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
六
節
の
問
い
で
は
「
結
果_
原
因
」
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
八
節
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
来
る
。
ア
モ
ス
が
言
っ
た
の
は
、
主
が
彼
に
語
っ
た
か
ら
、
語
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
召
さ
れ
て
い
た
。
誰
し
も
警
報
の
か
ん
高
い
音
、
も
し
く
は
、
獅
子
の
咆
哮
を
聞
い
た
途
端
、
び
っ
く
り
仰
天
し
て
答
え
る
以
外
に
す
べ
が
な
い
よ
う
に
、
彼
も
そ
の
他
に
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る濾
。
Ｃ
　
ア
モ
ス
三
章
一
節
か
ら
四
章
三
節
ま
で
の
第
三
の
神
学
的
課
題
は
神
の
聖
と
社
会
正
義
で
あ
る
。
特
に
三
章
九
節
〜
四
章
三
節
ま
で
の
個
所
は
神
の
貧
者
、
弱
者
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
蠡
世
の
統
治
時
代
、
北
王
国
に
お
い
て
貧
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富
の
差
は
増
大
し
、
貧
者
は
債
務
奴
隷
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
裁
判
の
不
正
、
上
流
社
会
の
華
美
、
お
ご
り
が
ひ
ど
か
っ
た
。
三
章
九
〜
一
○
節
「
彼
ら
は
正
し
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。」
搾
取
階
層
の
後
を
顧
み
な
い
贅
沢
な
生
活
を
ア
モ
ス
は
描
く
。
満
腹
し
た
牛
の
よ
う
に
彼
女
た
ち
は
、
そ
の
牧
場
で
あ
る
下
層
階
級
の
民
を
い
た
ず
ら
半
分
に
踏
み
つ
け
る
。
本
当
に
彼
女
ら
の
経
済
生
活
は
彼
ら
の
労
働
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た瀛
。
貧
し
く
力
な
き
人
々
へ
の
関
心
が
ア
モ
ス
書
全
体
を
貫
い
て
い
る
。
ア
モ
ス
は
貧
し
い
者
た
ち
を
踏
み
つ
け
た
イ
ス
ラ
エ
ル
を
告
発
す
る
。
四
章
一
〜
三
節
の
言
葉
は
、
社
会
の
寡
婦
や
み
な
し
ご
や
貧
し
い
人
々
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
責
任
が
全
住
民
の
男
性
層
ば
か
り
で
な
く
、
上
流
階
級
の
女
性
に
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
有
罪
で
あ
り
刑
罰
が
告
げ
ら
れ
る
瀚
。
神
の
審
き
は
、
人
間
の
個
々
の
罪
に
対
す
る
罰
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
神
の
神
聖
性
の
証
明
で
あ
り
、
貫
徹
で
あ
る
。
神
の
聖
と
は
、
神
に
対
立
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
間
的
力
に
対
す
る
優
越
と
、
抑
圧
さ
れ
た
者
を
保
護
し
て
御
手
の
う
ち
に
憩
わ
せ
よ
う
と
す
る
彼
の
意
志
と
、
生
の
秩
序
の
絶
対
的
な
貫
徹
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
結
　
語
我
々
は
ア
モ
ス
書
三
章
一
〜
四
章
三
節
の
文
学
形
態
と
文
学
的
特
色
を
見
て
き
た
。
一
〜
二
章
で
テ
コ
ア
出
身
の
ア
モ
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
出
か
け
イ
ス
ラ
エ
ル
弾
劾
の
使
信
を
語
る
。
ア
モ
ス
は
自
分
が
預
言
者
で
あ
る
こ
と
を
弁
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
お
か
れ
た
。
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
権
威
の
も
と
に
我
々
に
こ
の
よ
う
な
審
き
の
使
信
を
語
る
の
か
。
ア
モ
ス
は
神
の
召
命
を
受
け
た
時
、
驚
き
、
狼
狽
す
る
。
神
の
御
声
は
獲
物
に
飛
び
か
か
ろ
う
と
す
る
獅
子
の
咆
哮
に
較
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
誰
も
聞
か
ず
、
誰
も
震
え
な
い
。
ア
モ
ス
の
反
応
は
恐
怖
で
は
な
く
、
御
声
が
宣
言
し
た
も
の
を
伝
え
る
内
的
な
強
い
促
し
で
あ
っ
た
。
ア
モ
ス
は
突
然
、
神
の
使
命
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
圧
倒
さ
れ
る
。
ア
モ
ス
は
託
宣
を
受
け
て
そ
れ
を
宣
言
す
る
。「
神
で
あ
る
主
は
、
そ
の
は
か
り
ご
と
を
ご
自
分
の
し
も
べ
、
預
言
者
た
ち
に
示
さ
な
い
で
は
、
何
事
も
な
さ
ら
な
31
い
。」
こ
れ
は
源
と
権
威
の
所
在
を
突
き
止
め
て
い
る
。
恵
み
の
主
は
、
必
ず
預
言
者
を
も
っ
て
あ
ら
か
じ
め
警
告
し
な
い
で
は
何
事
も
な
さ
ら
な
い
。
そ
し
て
自
分
は
そ
の
選
び
に
あ
た
っ
て
、
預
言
者
と
な
っ
た
。
獅
子
の
吠
え
る
の
を
聞
い
て
身
震
い
し
て
預
言
す
る
。
こ
う
し
て
サ
マ
リ
ヤ
の
滅
亡
、
ベ
テ
ル
の
滅
亡
と
、
サ
マ
リ
ヤ
の
上
流
階
級
の
女
性
へ
の
審
判
、
滅
亡
、
捕
囚
が
預
言
さ
れ
る
。
ア
モ
ス
は
詩
の
部
分
と
散
文
の
部
分
に
お
い
て
キ
〜
ナ
ー
調
（
三
・
二
型
）
そ
の
他
の
韻
律
を
駆
使
し
て
審
き
の
基
調
音
を
見
事
に
作
り
上
げ
、
多
彩
な
詩
的
並
行
法
の
駆
使
、
用
語
の
巧
み
な
選
択
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
（
漸
層
法
）
的
文
体
に
修
辞
的
疑
問
文
を
併
用
し
、
さ
ら
に
獅
子
、
鳥
、
羊
、
牛
な
ど
の
表
象
の
駆
使
、
皮
肉
や
比
喩
な
ど
、
様
々
な
文
学
的
技
巧
を
ほ
ど
こ
し
、
神
の
パ
ト
ス
と
預
言
者
の
パ
ト
ス
と
が
一
致
し
て
、
力
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
使
信
、
託
宣
、
弁
明
を
構
成
し
て
い
る
。預
言
者
の
権
威
と
召
し
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
預
言
者
の
内
的
葛
藤
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
は
な
い
。
ア
モ
ス
は
職
業
的
預
言
者
集
団
の
人
脈
に
は
属
し
て
い
な
い
が
、
神
の
超
自
然
的
な
働
き
に
よ
っ
て
、
神
の
使
信
を
取
り
次
ぐ
。
そ
し
て
、
生
き
生
き
と
何
故
イ
ス
ラ
エ
ル
が
神
の
審
き
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
配
者
階
級
に
語
り
か
け
る
。
こ
の
三
章
一
節
〜
四
章
三
節
が
ア
モ
ス
書
全
体
の
中
心
的
個
所
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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